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Abstract：The current paper reviews Fujita (2010) The Syntax of Romance Reflexive Pronouns, which 
focuses on “syntactic behaviors” of reflexive pronouns in French, Spanish, and Italian. The book 
proposes a minimalist analysis of three constructions (reflexive construction, reflexive passive 
construction, and reflexive impersonal construction), trying to derive a variety of properties of these 
constructions from the argumental nature of the reflexive pronoun SE, interacting with general principles 








や un-luck-y における un-や-y がそのような特徴を持つ要素であり、一般に束縛形態素（bound 
morpheme）あるいは接辞（affix）と呼ばれている。また、束縛形態素の中には、本来意味解
釈を受ける位置とは別の位置で発音されるものもある。たとえば、ルーマニア語は、英語と
同じ SVO を基本語順とする言語であるが、単一語としての wh 疑問詞は一種の接辞で、基本
的に全て文頭に現れる。(1)では、目的語の ce （「何を」に対応する）が接辞として主語の
cine（「誰が」に対応する）とともに文頭に現れている。 
書評：藤田(2010)                                                     奥 聡 
『SE 研究』                                                                        
(1) Cine ce    precedes __ ? 
 
















(2) a. 対象言語をフランス語、スペイン語、イタリア語に限定 
b. 再帰代名詞クリティックの３つの用法（「再帰用法」「再帰受動構文におけ
る用法」「非人称構文における用法」）に限定：(3)はそれぞれの具体例 
 c. 理論的枠組みとして生成文法の考え方を採用 
(3) a. 再帰用法 
  Il  se regarde dans la glace.  (フランス語) 
  he SE watches in  the mirror  彼は鏡で自分を見つめる 
 b. 再帰受動構文    
  Los cangrejos se cuecen en vino blanco. (スペイン語) 
  the crabs    SE boil  in wine white  カニは白ワインで煮る 
 c. 非人称構文 
  Si può aprire il pacchetto delle patatine. (イタリア語) 





                                                  
1 SE はロマンス語の再帰代名詞クリティックの英語グロスとして一般的に用いられている表記。 
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(4) a. SE は統語的項（argument）であり、θ役割と格が付与される  
b. SE は接辞としての形態的特性を満たすため T(または v)に付加する2 







                                                  
2 SE そのものが、併合された位置から、T に付加する場合もあれば、SE を含む動詞の複合体が T に付加す
る場合もある。 
書評：藤田(2010)                                                     奥 聡 





(5) 再帰用法の SE（第２章） 
a. 動詞と同一指標付けされ、その動詞によって格素性が照合される（p.28, 
p.92） 
 b. θ役割を付与される項の位置（A 位置）に併合される 
 c. 束縛条件（A）に従う（p.28） 
(6) 再帰受動構文の SE（受動用法と中間用法とに区別される）（第３章） 
 a. 対格素性を持つ（p.125） 
 b. 軽動詞 v の主要部に併合され、動作主のθ役割を担う (pp.123-124) 
 c. [＋有生]という素性をもち、 [定性]に関しては素性が指定されない 
（pp.125-126） 
 d. 中間用法の SE は[＋継続]という素性を持つ（p.162） 
 e. 受動用法の SE は[－受影]という素性を持つ（p.160） 
(7) 非人称構文の SE（第４章） 
 a. 主格素性を持つ（p.187） 
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(8) Jeani sei photographie. 
 Jean SE photographs  ジャンは自分の写真を撮る (p.26) 
基本的には、項である SE は VP 内の目的語位置に基底生成され、目的語のθ役割を担う。そ
して、vP 主要部に編入された後に v とともに T へ編入され、対格素性を照合される。主語と
同一指標を与えられることにより束縛条件 A を満たす。 
 このような特性の中で、(9a)は SE に限らず、ロマンス語の代名詞クリティック（以下 CL
と略記）一般に当てはまる特性であり、(9b)は再帰代名詞など照応形一般に当てはまる特性
であるので、SE に対して特にあらためて提案される必要のない一般的な条件である。再帰用




 b. 束縛条件 A を満たす 
(10) SE 独自の認可条件 
 接語化される動詞と同一指標付けされる 
 
『SE 研究』は、(10)により SE が付加された動詞が、自動詞化されると提案している。これ
は、複合時制において通常、avoir (HAVE)を助動詞として選択する他動詞も、SE が付加され
ると、être (BE)を助動詞として選択するという事実に基づいている。4 
 第２章の第２節以降は、より複雑な構文における SE の振る舞いを検討することにより SE
の特性（およびそれが現れる構文の特性）に対するより精緻な分析の提案である。具体的に
は、第２節で再帰用法の SE が現れる文における過去分詞との一致現象を、第３節では使役
構文における SE の振る舞いを扱っている。 
                                                  
3 その他の用法とは、SE が他動詞を非対格動詞に変える「非対格用法」と SE を伴わずに用いられること
のない「本来用法」の二つである。『SE 研究』では、これら二つの方法は語彙部門（辞書内）における操作
によって動詞と関係づけられることにより生成されるとし、本研究での対象外としている。 
4 『SE 研究』では、SE が付くことにより動詞が自動詞化していることを示すもう一つの証拠として、通常
の他動詞であれば可能であるはずの受動化ができないという事実も挙げられている（p.27）。 
書評：藤田(2010)                                                     奥 聡 






 西語：過去分詞の一致なし（常に default の男性単数形） 
 仏語・伊語：間接目的語 CL の場合、一致なし 
 仏語：直接目的語 CL の場合、常に CL と一致 
 
 伊語：直接目的語 CL の場合：CL が 3 人称の場合、CL との一致は義務的 
       CL が１・２人称の場合、CL との一致は随意的 
(13) SE 構文 
 西語は一致なし5 
 仏語・伊語は助動詞が BE の場合のみ、SE と一致が見られる 
 仏語：SE が直接目的語の場合のみ、一致 
 伊語：SE が間接目的語の場合も、一致する 
 
上記の事実に対する、『SE 研究』での提案は以下の通りである。仏語・伊語では、直接目的
語が V に編入し、その複合 V が v に編入する。そこで、格照合が行なわれ同時に性・数一致
が形態的に具現される。6 仏語において、直接目的語 SE が一致を示し、間接目的語 SE が
一致を示さないのは、対格素性のφ素性の「強弱」によると藤田は提案している。 
 
(14) a. 仏語の対格素性を持つ SE は強いφ素性を持つ 
＝＞一致が形態的に具現される 
 b. 仏語の与格素性を持つ SE は弱いφ素性を持つ 





 a. 間接目的語 SE も一致する 




                                                  
5 助動詞が常に HAVE であるという事実と連動している。 
6 SE はさらに excorporate して主節 V（BE 動詞）に編入し、その複合 V が T に編入する。 
北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 
No. 9, 93-114, 2011. 
 
(16) 格の無標性  人称性   再帰性 
 ＋（対格）  ＋（３人称）  ＋（再帰形） 
















(18) a. このような素性とその[±]の組み合わせが１つの head で parameterize されて 
いるとする独立の証拠があるか？ 

















書評：藤田(2010)                                                     奥 聡 
『SE 研究』                                                                        
(19) CL の場合 
a. 主節動詞にのみ接辞化可能（補文不定詞への接辞化不可） 
b. CL が補文動詞の直接目的語の場合：被使役者 NP は、à NP (to NP)か par NP 
(by NP) 
(20) SE の場合 
a. 主節主語と同一指示の場合、主節動詞に接辞化 
  [NPi  SEi-V [ infV …] 
b. 補文主語（被使役者）と同一指示の場合、補文不定詞に接辞化 






 仏語の使役構文において SE が現れる場合、補文の被使役名詞句がどのような形態で現れ
るかに関して、３つのパターンがある。 
 
(21) (i) SE が直接目的語（または２項動詞の間接目的語）で補文主語と同一指 
  示の場合、被使役名詞句は対格名詞句として現れる（les enfants） 
  Jean fait  sei laver les enfantsi.   (p.42) 
      makes SE wash the children 
ジャンは子供たちに自分たちの体を洗わせる 
(ii)  SE が３項動詞の間接目的語で補文主語と同一指示の場合、被使役名詞句は
前置詞 à によって格標示された形でのみ現れる（à Pierre） 
 On fait  sei lever les mains à Pierrei.   (p.45) 




れる（par la coiffeuse） 
 Mariei sei fait  coiffer  par la coiffeuse.   (p.42) 
 Marie SE makes cut-hair by the barber 
 マリは美容師に髪を切ってもらう 
 
                                                  
7 SE が主節動詞に付加している場合でも、SE は項として補文節の動詞の項として基底生成されるのである
から、SE の基底位置の痕跡を介して、あるいは派生の途中仮定で（derivational に）、束縛条件（A）を満た
すことはできないということを示していると考えられる。 
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上記の特性に関して、『SE 研究』での説明は以下の通りである。まず、使役構文の基底構造
として、Guasti (1989), Goodall (1986), Rosen (1989)を踏襲し、主節の使役動詞 faire の補部に











(24) 与格 NP は、vP 内において v’の右側に併合(p.59)8 
(25) Larson (1988)の項降格（argument demotion） 



















                                                  
8 これは、今のところ stipulation であるが、形態統語的に有標な要素と統語的に有標な操作との相関を示
すような独立の証拠があれば、より妥当な提案となるであろう。 
書評：藤田(2010)                                                     奥 聡 
『SE 研究』                                                                        
(27)  SE 再帰構文の説明 
 (i) SE は項：格と意味役割が付与される。 
 (ii) 編入した動詞と同一指標付けされ、それと同時に（対）格が照合される。 
 (iii) 編入した動詞が補文不定詞の場合： faire が与えることができる格素性は不
 変。 
(iv) 編入した動詞が主文動詞の場合：faire が与えることができる格素性は１つ減る。 




通常の CL は使役構文において、不定詞節に接辞化できない。 
 
(28) a.     * Jean a fait le manger à/par Pierre. 
  Jean has made it eat to/by Pierrer 
 b.     * Jean a fait le manger Pierre. 
  Jean has made it eat Pierrer 
  ジャンはそれをピエールに食べさせた  (p.41) 
 
これは、使役動詞が補文不定詞の格素性を吸収するので、不定詞に付加した CL の対格を照







 次に、SE を用いた使役構文で非文となる例に関する『SE 研究』の説明を見てみよう。
pp.67-82 にかけての説明は、一部混乱が見られるので、その点を指摘しつつ、解決の可能性
を探ってみたい。(29a-c)は被使役名詞句が par NP (by NP)で、SE が補文不定詞に付加してい
る非文の例である。 
 
(29) a.     * Jean fait    sei laver par les enfantsi.  
  Jean makes SE wash by the children 
  ジャンは子供たちに自分たちの体を洗わせる（『SE 研究』の[30c](p.43)） 
 
                                                  
9 局所領域の定義は、 pp.6-7 による。 
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 b.     * Le sculpteur fera    sei ressembler par toutes ses statuesi. 
  the sculptor will-make SE resemble   by all his statues. 
  その彫刻家は彼の全ての彫刻をお互いに似たものにするだろう 
       （『SE 研究』の[33c](p.45)） 
 c.     * On fait   sei laver les mains par Pierrei. 
  one makes SE wash the hands by Pierre 
  ピエールは自分の手を洗わせられる （『SE 研究』の[34c](p.46)） 
 




























比較するテストケースとしては、(31)のように、３項動詞の Theme NP によって、受益者項で
書評：藤田(2010)                                                     奥 聡 
『SE 研究』                                                                        
ある SE が束縛されるという例である。 
 
(31)  主節 V [SEi+inf 動詞＋NPi + by-NP] 
 
もし、(31)が可能な構造であれば、３項動詞の場合、降格の操作自体は可能であり、(29c)が
















(32) por NP (by NP)との共起 
a. 受動文：基本的に自由 
b. 再帰受動構文：動作主の特定性が低い場合にのみ明示可能 
(33) 表層主語 NP 




                                                  





(i) a.      * Jeani sei fera   téléphoner son amie. 
      SE will-make  telephone his girl friend 
 b.      * Jeani sei fera téléphoner à  son amie. 
      SE will-make  telephone  to his girl friend 
(ii) a.  [Jeani sei fera [téléphoner ti son amie]] 
b. [Jeani sei fera [téléphoner ti à son amie]] 
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b. 再帰受動構文：前置詞 a で標示されない直接目的語に限られる 







(34) a. 直接目的語が人で定の場合：前置詞 a による与格標示が義務的(35a) 
b. 直接目的語が人で不定の場合：対格標示でも、前置詞 a による与格標示で
も良い(35b)12 
c. 直接目的語が「もの」の場合：定性に関わらず常に対格標示(36a-b) 
d. 動詞がそもそも前置詞 a による与格標示しか許さない動詞もある(37） 
(35) a.  Reclutaron a los soldados.  (a が義務的) 
  (they)  recruited to the soldiers  
  それらの兵士達が徴集された。  『SE 研究』の[9a](p.112) 
 b.  Reclutaron (a) soldados.  (a が随意的) 
  (they)  recruited (to) soldiers  
  兵士達が徴集された。   『SE 研究』の[9b](p.112) 
(36) a. Los habitantes  derribaron   tres  árboles. (「もの」で不定：対格標示) 
  the inhabitants knocked down three trees 
  住民は木を 3 本倒した。   『SE 研究』の[1a](p.108) 
 b. Los muchachos ignoran los motives.  (「もの」で定：対格標示) 
  the boys       ignore the reasons 
  少年達は理由を知らない。  『SE 研究』の[1b](p.108) 
(37) a.  Avisaron a (los) bomberos.  (「人」：定性にかかわらず a が 
   (they) notified  to (the) firemen   義務的) 
 b.    * Avisaron (los) bomberos. 
   (they) notified (the) firemen 









書評：藤田(2010)                                                     奥 聡 
『SE 研究』                                                                        
(38) a. SE は[－特定性]という素性を持ち、それと合致しない by-NP は、再帰 
受動構文に共起できない。（特定性の低い by-NP とは共起できる） 
b. 受動形態素 EN にはそのような素性の指定はなく、どのような by-NP でも基
本的に受動文では共起可能。   (p.130) 
上記(33)に対する説明としては、(39)を提案している。 
 
(39) a. SE は、格素性として対格素性を持っているので、対格を照合する v と 
のみ共起できる。13   『SE 研究』の[28](p.125) 
b. EN は、格素性として目的格素性を持っているので、対格素性を照合する v




帰受動構文における SE は、対格素性を持つので、vD との照合が正しく行なわれずに非文と
なる。(41)では、目的語(soldados)が[＋有生、－定]であるので、対格を照合する動詞が必要
となり、v が使える。よって SE の対格素性が v の素性と正しく照合され文法的な文として認
可される。(42a)(42b)では、ともに基底の目的語（tres árboles）が[－有生]であるので、対格
を照合する動詞が必要となる。したがって v が必要となり、SE の対格素性と正しく照合さ
れる。 
 
(40)  * Se  reclutaron los soldados. 
 SE  recluited  the soldiers その兵士達が徴集された 『SE 研究』の[10a] (p.113) 
(41) Se  reclutaron soldados. 
 SE  recluited  soldiers 兵士達が徴集された。   『SE 研究』の[10b] (p.113) 
(42) a. Tres árboles se derribaron. 
  Three trees SE knocked down 
 b. Se derribaron     tres árboles. 
  SE knocked down three trees 
  木が 3 本倒された       『SE 研究』の[2a]と[3a](p.109) 
 
一方、(43)ではそもそも目的語に与格を要求する動詞 avisaron が使われているので、vD が
必要となる。したがって、SE の対格素性が正しく照合されず非文となる。 
 
(43)  * Se avisaron los bomberos. 
 SE notified the firemen      『SE 研究』の[7a] (p.112) 
                                                  
13 対格標示の（前置詞 a で表示されない）直接目的語は、[－有生]または、[＋有生]かつ[－定]の場合に限
られる。 
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 西語の再帰受動構文に見られる制約に関しては、最終的に p.138 にまとめられている。14 
ただし、ここでのまとめにおける(44a-b)は不要かもしれない。 
 
(44) a. SE は、[＋有生]で、定性に関しては素性指定がされない 
       『SE 研究』の③(c)(p.138) 




らず、西語の特性）、すなわち対格を認可する v が必要となるか直接与格を認可する vD が必







(45) Si  è  tagliata la  torta. 





なφ素性を持つ vA を設定する。さらに SE は[＋有生]であるがφ素性は持たない（未指定）










                                                  
14 by-NP と共起できないことを説明するために SE に[－特定性]を与えている（p.130）が、この点が、p.138
のまとめの部分で述べられていないので、加えておくのがよいだろう。 
書評：藤田(2010)                                                     奥 聡 







(48) a. 具象性高い：ズボン、ミルク、ワイン、メガネ 





(49) a. 受動文：自動詞でも他動詞でも可能 
 b. 再帰受動構文：他動詞のみが生起可能、自動詞は不可能 
(50) a. 受動文：by-NP による動作主明示可能 














(53) 受動用法の SE は対格素性を持つ（p.158） 
 
                                                  
15 ただし、具象性の度合いを決める独立の客観的な基準は必ずしも明確ではないように思われる。また、
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(56) 中間用法：内項 NP（主語）が、具象性の高いもの 







(58) 中間用法の SE は解釈不可能の[＋継続]という素性を持つ。18 
『SE 研究』の[71](pp.159-160) 




                                                  















書評：藤田(2010)                                                     奥 聡 







（p163）と説明している。一方、「受動用法」の場合 T には通常の EPP 以外の素性の指定は
ない。したがって、虚辞により EPP の照合が可能であるので、非人称構文での受動用法は可
能であると説明される。 
 再帰受動構文における SE の性質をまとめると、以下のようになる。20 
 
(60) a. 外項としてのθ役割を担う 
 b. 対格素性を持つ 
 c. 軽動詞の主要部に併合される 
 d. 2 種類の SE を想定 
  [＋継続]：中間用法として用いられる SE  
  [－受影]：受動用法として用いられる SE 
 
2.4 非人称用法の再帰代名詞クリティック 





(61) a. 非人称構文（直接目的語の性数にかかわらず、動詞は３人称単数） 
Si vende schede telefoniche. 『SE 研究』の[5a] (p.178) 
  SE sells cards telephone  テレフォンカードが売られている 
 b. 再帰受動構文（直接目的語の性数に、定動詞が一致） 
  Si vendono schede telefoniche. 『SE 研究』の[4a] (p.177) 






                                                  
20「中間用法」と「受動用法」の違いに関しては、仏語の例のみを検討したが「西語、伊語にも…適用可能」
(p.169)と述べられている。 
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Si  è  tagliata la  torta. 
 SE  is cut-f.sg. the cake-f.sg. ケーキが切られた。  (p.140) 
 
(63) 非人称構文 
 a. 過去分詞が他動詞の場合（過去分詞は無標の男性単数形）21 
 Si  è  tagliato la  torta. 
  SE  is cut-m.sg. the cake-f.sg. ケーキが切られた。 (p.179)  
 b. 過去分詞が非対格動詞の場合（過去分詞は男性複数形で標示） 
  Non si  è mai  riusciti        a forzare il  ritmo storico   della società  
  Not SE is ever  succeeded-m.pl. in force  the pace historical of-the society  
italiana. 







(64) copula の後の形容詞も男性複数形として標示される 
 Quando si  è allegri,     è più  facile affrontare la vita. 





(65) Si  può mangiare bene 







                                                  
21 他動詞の直接目的語が代名詞の場合は、過去分詞と代名詞が一致する。 
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(66) a. SE は A 位置（具体的には vP の指定部位置）に併合される (p.188) 
b. SE は主格素性を持ち、男性複数のφ素性を持ち、このφ素性は「強い」素






提案されている。そして、T の EPP 素性の照合に関して以下の提案をしている。 
 


























23 たとえば、「受影性」（p.160）は Tenny (1989)などの Affectedness のことであると思われるが、言及があ
ればより理解しやすかったであろう。あるいは「ジェロンディフ」(p.152)は現在分詞（句）のことであろ
う。 
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